
評価・育成システム改革ワーキンググループ (第 7回 )

と き 平成 24年 9月 19日 (水)午 後 3時 30分～

ところ 府庁別館 6階 共用会議室 3

(次第)

1 「教職員の評価・育成システム」の改定について

2 その他



「教H‐i員の評価・育成システム」の改定について

1 能力評価の実施方法

1 授業を行う教員の評価について

(1)評価要素…資料 1

(2)評価要素「授業力」のウェイ ト考慮

(3)「 自立・自己実現の支援」及び「学校運営」の評価…資料 2-1

2 授業を行う教員以外の教職員の評価について…資料 2‐ 2

‖ 業績評価の実施方法

1 自己申告票の改定について…資料 3

2 授業を行う教員に授業に関する目標設定区分を新設する…資料 1

Ⅲ 校長評価

1 府立学校における取扱い

(1)考え方…資料 4

(2)実施方法…資料 5

(3)参照する内容

(4)次年度以降の課題…資料 6

2 市町村立学校における取扱い

(1)考え方…資料 7

(2)実施方法

(3)参照する内容



配付資料

○  「教職員の評価・育成システム」の改定について

【資料 1】    評価・育成シートの改定 (案 )

【資料 2-1】  「自立・自己実現の支援」評価票 (案 )

【資料 2-2】 授業を行う教員以外の教職員における評価票 (案 )

【資料 3】    自己申告票の改定 (案 )

【資料 4】    大阪府立学校条例等 (抜粋)

【資料 5】    学校経営計画及び学校評価

【資料 6】   校長・准校長の学校運営に関するシート

【資料 7】    校長評価の改定について
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「自立。自己実現の支援」評価票

着眼点 :児童生徒の生活背景の把握・児童生徒との信頼関係の構築・児童生徒の集団づくり・児童生徒への支援・指導・知識・

技能の習得・研修に対する意欲

求められる行動パターンの例 (手引きより抜粋) 評価 具体的な内容等

児童生徒の生活背景や児童生徒指導上の課題の把握に努める
とともに、同僚教職員や保護者等との協力・連携に努め、様々な立
場にある児童生徒への理解を深め、指導に取り組んでいる。

S A B

児童生徒の態度・行動や健康状態をよく観察し、その変化を敏感
こ受け止めるよう努め、同僚教職員や保護者等と情報を共有する
壼ど、児童生徒への適切な対応に活かしている。

S A B

同僚教職員との情報交換を密に行い、児童生徒の状況の把握・
共有に努め、児童生徒の状況を踏まえた上で個に応じた適切な指
導を行つている。

S A B

日頃から児童生徒の意見をよく聞き、人権尊重の観点やカウン
セリングマインドをもって児童生徒を指導している。

S A B

問題行動等の指導に積極的に取り組むとともに、児童生徒一人
ひとりの個性を踏まえつつ、集団生活における規範意識や、話し
合いによるトラブル解決方法等について積極的に指導している。

S A B

児童生徒から信頼されるよう、適切な指導を行い、自分の考えを
分かりやすく伝えている。

S A B

児童生徒の希望や思いを受け止め、同僚教職員と協力・連携し
て、児童生徒の意欲や適性を踏まえた進路指導を行つている。

S A B

生徒指導に積極的に取り組むとともに、問題行動発生時におい
ても、その対応・指導に積極的に取り組んでいる。

S A B

人権及び人権問題について正しく理解するとともに、その解決に

1麟現看λ箸1饗
こある児童生徒今?理解を深め、指導に積極的 S A B

校内外の研修や研究会に参加するなど、児童生徒指導等に関
夕る専門的知識・技能の習得に努め、その成果を学校における教
育活動に積極的に反映している。

S A B

S A B

S A B

「自立1自 己実現の支援」評価 SS‐‐ S‐A B C:



資料2-2

「実行力 A」評価票

求められる行動パターンの例 (手引きより抜粋) 評価 具体的な内容等

ド校経営の充実の観点から、校長等に必要な方策を提案するとともに、事務運営について校長・同僚教職員

=相
談・提言をしている。

斤属校の事務運営の課題把握に努め、その解決のために、必要な行動をとつている。

ヨ的違成に向け、都下への指示、校長等への相談など具体的な行動をとつている。

下の仕事の進捗状況の把握に努め、必要な進行管理やアドバイスを行うとともに、状況が変化した場合に

、必要な方針変更を行い、部下に指示している。
S A B

「実行力 IA」評価 SSli SI IA・ ●B●C

「知識・技能J評価票

求められる行動パターンの例 (手引きより抜粋) 評価 具体的な内容等

魔務上必要な法令.規 RI等 の知識の保有に努めるとともに、それに従つて、適切に職務を逮行している。

力栞的、効率的に職務を遂行するために機器を活用している。 S A B

「知識・技能J評価 SSI S‐ ‐A‐ B'‐ C

『企画力・計画性」評価票

求められる行動パターンの例 (手引きより抜粋 ) 評価 具体的な内容等

折たな課題や重要事案に対応する際、多面的に検討を行い、計画を策定し、業務に当たつている S A B

十画策定後、責任を持って実行に移している。 S A B

韓務を遂行するに当つては、期限を意識するとともに、学校全体や各分率等の状夕も踏まえ.行動している。

「企画力・計画性J評価 SS S.A B C
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資料4

○大阪府立学校条例

(学校評価)

第十条 学校評価 (学校教育法 (0召和二十二年法律第二十六号)第六十二条及び第八十二条に

おいて準用する同法第四十二塁の言平価をいう。以下同じ。)は、当該府立学校の学校経営

計画に定めた教育目標の達成状況の評価を含めて行わなければならない。

2 校長は、学校評価の実施に当たっては、保護者等による学校運営に関する評価 (学校教

育法施行規則 (0召和二十二年文部省令第十一号)第百四条第一項及び第百三十五条第一項

において準用する同令第六十七条の評価をいう。)及び第十九条第二項の授業に関する評

価を踏まえるとともに、第十二条第一項に規定する学校協議会の意見を聴いて行うもの

とする。

(学校協議会)

第十二条 保護者等との連携協力、学校の運営への参加の促進及び保護者等の意向の反映

のため、府立学校に、府立学校の運営に関する協議会 (以下「学校協議会」という。)を置

<。

2 学校協議会の名称は、その置かれた府立学校の名称を冠するものとする。

3 学校協議会の委員は、校長の意見を聴いた上で、保護者等及び委員会が必要と認める者

について、委員会が任命する。

4 学校協議会は、次に掲げる事項について協議を行い、校長に対して、意見を述べること

ができる。

一 学校経営計画に関する事項

工 学校評価に関する事項

三 教員 (教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、助教諭、養護教諭、養護助教諭、栄養教諭及

び講師をいう。以下同じ。)の授業その他の教育活動に係る保護者からの意見の調査審議

に関する事項

四 前三号に掲げるもののほか、校長が必要と認める事項

(校長の任用及び勤務成績の評定)

第十七条 委員会は、校長の任用及び勤務成績の評定 (職員基本条例 (平成二十四年大阪府条

例第八十六号)第十四条第一項に規定する人事評価を含む。以下同じ。)に当たり、当該府

立学校の学校評価を踏まえて行うものとする。

O学校教育法施行規則

第5節 学校評価

第六十六条  小学校は、当該小学校の教育活動その他の学校運営の状況について、自ら評

価を行い、その結果を公表するものとする。

2 前項の評価を行うに当たっては、小学校は、その実情に応じ、適切な項目を設定して

行うものとする。

第六十七条  小学校は、前条第―項の規定による評価の結果を踏まえた当該小学校の児童

の保護者その他の当該小学校の関係者 (当該小学校の職員を除 <。 )による評価を行い、

その結果を公表するよう努めるものとする。

第六十ノヽ条  小学校は、第六十六条第一項の規定による評価の結果及び前条の規定により

評価を行つた場合はその結果を、当該小学校の設置者に報告するものとする。



府立北野高等学校

校長 楠野 宣孝

平成 24年度 学校経営計画及び学校評価

1 めざす学校像

伝統に培われた実績とアカデミックな校風を背景に文武両道・授業第一主義を貫き、次代のリーダーの育成をめざす。

1 高い志とチャレンジ精神で臨み、進路目標を達成する力を育む。

2 知・心 (徳 )。 体にバランスの取れた豊かな人間性を育む。

3 広い視野と豊かな知識を持ち、次代のリーダーとしての資質を育む。

2 中期的目標

1 高い学力の育成

(1)授業の充実

生徒による授業評価と保護者による授業公開のアンケート結果を十分に活用するとともに、教員相互の授業見学を実施して、授業力の向上を図る。

さらに lCTを 活用した授業の実施に努める。

※生徒による授業評価アンケートにおける全体の満足度を平成 24年度 90%以上、平成 26年度には 100%に 。保護者による授業公開アンケートにおける

肯定的意見 100%を 維持する。(平成 23年度授業評価 89.4%、 授業公開 100%)

(2)自 主的な学習とバランスの取れた学習の定着

生徒が自主的なパランスの良い学習をしっかりと行えるよう、適切な指示・アドバイスに努める。

※生徒の平日の自主的な学習の時間が 2時間以上の生徒が平成 24年度 60%以上、平成 26年度には 80%以上に。また、3時間以上の生徒が平成 24年度

40%以上、平成 26年度には 60%以上に。(平成 23年度平日の自主的学習 2時間以上 442%、 3時間以上 292%)

(3)個 々の学習状況に応じた学習指導の実践

生徒が理解度や到達度に応じた学習ができるよう、土曜講座や高大連携の充実 。活用を図る。

※土曜講座に対する満足度を平成 24年度は 70χ以上、平成 26年度には 80%以上に。高大連携への満足度を平成 24年度は 85%以上、平成 26年度には 90%

以上に。(平成 23年度土曜講座 50.6%、 高大連携 81.1%)

2 豊かな人間性の育成

(1)学校行事や部活動を通じた人間性の育成

学校行事や部活動を通して思い遣りや自主性などが育めるよう、よリー層の充実を図る。

※学校行事に対する生徒の満足度を平成 24年度は 90χ以上、平成 26年度には 95%以上に。(平成 23年度 872%)

(2)自 己発見 。自己実現に向けたキャリア教育の充実

「職業ガイダンス」や「学部・学科ガイダンス」、さらには「知的世界への冒険」など、卒業生の支援のもとキャリア教育の充実を図る。

※「職業ガイダンス」の満足度は平成 24年度 75χ以上に、平成 26年度には 85%以上に。(平成 23年度 68.6%)

「学部・学科ガイダンス」の満足度は平成 24年度 90%以上に、平成 26年度には 95%以上に。(平成 23年度 868%)
「知的世界への冒険」の満足度は平成 24年度 70%以上に、平成 26年度には 80%以上に。(平成 23年度 642%)

(3)教育相談活動の充実

生徒や保護者に対するきめ細かな教育相談ができるよう、情報の共有や体制づくりに努める。

3 次代のリーダーとしての資質の育成

(1)議論する力、コミュニケーションカ、プレゼンテーションカの育成

授業を中心とする様々な学習活動の中で、自分の考えをまとめ表現できる力、相手の主張を理解し自分の意見を交えしっかりと議論ができる力の育

成に努める。

※生徒アンケートにおける肯定的評価が平成 24年度 70%以上に、平成 26年度には 80%以上に。

4 教職員の学校運営に係る体制づくり

(1)情報や課題を共有し、迅速に対応できる体制づくり

(2)学校運営の中心となる人材の育成

【学校教育自己診断の結果 の

学校教育自己診断の結果と分析 [平成 年 月実施分] 学校協議会からの意見



1

3 本年度の取組内容及び自己評価

中期的
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価

１
　
高
い
学
力
の
育
成

(1)授業の充実

授業力の向上と授

業レベルの維持

(2)自 主的な学習と

バランスの取れた

学習の定着

(3)個々の学習状況

に応 じた学習指導

の実践

生徒による授業評価の結果と、保護者によ

る授業公開アンケート結果を十分に活用

する。

教員相互の授業見学 (少なくとも教科内の

全員の授業を全員で)を行い、反省会を実

施する。

電子黒板など ICTを活用した授業の実施

に努める。

授業における自主的学習への適切な指

示・アドバイスと、教科バランスのとれた

学習についてのアドバイスを行う。

土曜講座の内容をさらに充実させる。

大学におけるセミナー等への参加など、高

大連携をよリー層推進する。

オ

カ

生徒による授業評価アン

ケートにおける全体の満

足度 90%以上。(平成 23

年度授業評価 89.4%)

保護者による授業公開ア

ンケートにおける肯定的

意見 100χ。

(平成 23年度 100%)

教員による授業見学 (校

内外)の回数の平均が 5

回以上。(平成 23年度 4

回以上が 37%)

電子黒板を活用した教員

20名以上。(平成 23年度

15名 )

生徒の平日の自主的学習

の時間力
'2時

間以上 60%

以上、3時間以上 40%以

上。(平成 23年度平日の

自主的学習 2時間以上

44.2%、 3時間以上 29.2%)

生徒アンケートにおける

満足度 60%以上。(平成 23

年度 506%)

セミナー参加者の満足度

85%以上。 (平成 23年度

80.5%)

オープンキャンパス等の

大学訪間の満足度 85%以

上。(平成 23年度 81.6%)

２

豊

か

な
△
閲

性
の
責

厩

(1)学校行事の精選

と充実

(2)自 己発見 。自己

実現に向けたキャ

リア教育の充実

(3)異文化理解教育

の充実

(4)教育相談活動の

充実

ア 学校行事の目的等を再確認し、場合によっ

ては精選するとともに、内容の一層の充実

を図る。

イ 「職業ガイダンス」や「学部・学科ガイダ

ンス」、さらには「知的世界への冒険」も

含め、内容の一層の充実に努める。

ウ 海外の高校との交流を進める。

エ カウンセラーや相談係との情報の共有に

努めるとともに、研修を適宜実施する。

ア 学校行事に対する生徒の

満足度 90%以上。(平成 23

年度 872%)

イ 「職業ガイダンス」の満

足度 75%以上。 (平成 23

年度 68.6%)

「学部・学科ガイダンス」

の満足度 90%以上。

(平成 23年度 868%)

「知的世界への冒険」の

満足度 70%以上。(平成 23

年度 64.2%)

ウ 参加者の満足度 100%。 (平

成 23年度 100%)

３
　
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

資
質
の
育
成

(1)議論する力、コ

ミュニケーション

カ、プレゼンテーシ

ョンカの育成

ア 「情報」に係る授業や「課題研究」におけ

るグループ学習 (討議・発表)な ど、様々

な学習活動の中で、自分の考えをまとめ表

現できる力、相手の主張を理解し自分の意

見を交えしつかりと議論ができる力の育

成を図る。

生徒アンケートにおける

肯定的評価 70%以上。(新

規)

４
　
教
職
員
の
学
校
運
営
に

係
る
体
制
づ
く
り

(1)情報や課題を共

有し、迅速に対応で

きる体制づくり

ア 生徒の学習状況や健康管理に係る情報や

課題を共有し、より良い方向に確実に進め

るための体制づくりを行う。

イ 教職員の危機管理意識を高めるとともに、

適切かつ迅速に対応できる体制づくりに

努める。

ア・イ 学校教育自己診断に

おける肯定的評価 70%以

上。 (新規)



校長・准校長の学校運営に関するシート

名前 :

校長・准校長の学校運営の状況について、下記の欄に記入 (①各視点の判断欄に1～4
の数字を記入するとともに、②そのように判断した理由を記載)し、校長 0准校長に提出
してください。判断の 1～ 4の内容については、以下の説明を参考にして<ださい。

※このシートは、学校運営をより良いものとしてい<ために、教職員が自らの意見を校長 0准校長に伝え

ることを目的とするものです。

【判断】
⌒    「 1」 :そう思う    「 2」 :どちらかといえばそう思う

「 3」 :どちらかといえばそう思わない    「4」 :そう思わない     |一 」:わからなし

視 点 判 断 そのように判断 した理由

A
課題解決に向け、教職員が総体として動くよう、校

長としてリーダーシップを発揮している。

B
学校経営方針、学校教育目標を教職員に周知すると

ともに、学校外へ情報を適切に発信している。

C
学校の諸課題の解決に向け、必要に応じて、適切な

指示を行っている。

D
業務が前例にとらわれずに行われるよう、情報収集・

分析等に努め、その結果を活用している。

E
事故や問題事象の発生時に、組織的な対応ができる

よう、危機管理体制を周知徹底している。

F
体罰、セ クシュアルハ ラスメン トやパワーハ ラスメ

ン ト等のない、人権が尊重された学校環境づ くりに

努めている。

G
教職員が相談しやすい雰囲気づくりに努め、適切な

ア ドバイスを行っている。

H
教員の授業力の向上を目指し、授業観察後の指導・

助言を適切に行っている。

I

業務量の多い教職員への声かけを行 うな ど、仕事が

一部に偏 りすぎないよう配慮 し、業務の分配に努め

ている。

」
教職員が協力して、円滑に職務を進めるため、適切

な指導・助言を行っている。

資料6

「校長・准校長の学校運営に関するシー ト」等様式 (システム実施要領 別表1)

学 校 名 (

校長(准校長)名 (

記入者職,名 前 (購t:

＞

＞

提出日 (平成  年  月  日)
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